
はじめに

私が，沖縄の地を踏んだのは意外と遅く，２０００年代に入ってからである。個

人的なことを書くと，２０００年代の初めに後
こう
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という難病にかか

り，リハビリをかねて冬場は九州，奄美，沖縄に史料調査に行くことにした。

さいわい全日空がバースディ・チケットというサービスを始めたので，誕生日

に出発すれば，日本中どこでも往復 ２万円で行けることになった。それから沖

縄には，何度も訪れている。

特に北海道から行くと，冬の海が明るく，珊瑚礁が砕けた海岸の「星の砂」

の美しさに魅せられるが，沖縄に行くと独特の緊張感が走る。日本の米軍基地

の ７割以上をしめる軍事的植民地としての沖縄では，米軍の凶悪犯罪が「日常

化」している。１９７２年 ５ 月の「復帰」後から２０１５年末までの４３年間だけでも，

５７４件発生し，７４１人が摘発されている。殺人が２６件３４人，強盗が３９４件５４８人，

強姦は１２９件１４７人，放火が２５件１２人に上っている」（『沖縄新報』２０１６年 ５ 月２２

日）。しかも米兵の犯罪者は，日米地位協定という「治外法権」によって保護

されており，女性史の研究者宮城晴美によると，「性的暴行の起訴率も十数％

という」少なさである（『琉球新報』電子坂，２０１５年 ６ 月２７日）。そもそも以前

は強姦は親告罪であって，その内の１０数％しか起訴されていないのなら，１２９

件という数字は氷山の一角である。

また辺
へ の こ

野古・高江での新基地建設では，警察だけではなく反対運動の弾圧に，

他府県の機動隊までが動員されている。そこで「土人」「シナ人」といった沖縄
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民衆への差別発言が飛び交うようになった。しかもこの機動隊員の発言を，「差

別と断定できない」と明言した鶴保庸介沖縄北方相の発言を，安倍晋三内閣は何

ら訂正・謝罪する必要はないと閣議決定している（朝日新聞デジタル記事，２０１６

年１１月２１日）。これこそ内閣や機動隊による，沖縄県民に対する人種差別である。

すでに新基地の測量などには海上自衛隊が使われており，このままいけば基

地闘争で「流血の惨事」が起こりかねない（一部では既に起こっている）。作

家の佐藤優は，「沖縄はまさに現在進行形で「戦場」だ」と語っている（『沖縄

と差別』金曜日，２０１６年，１４頁）。しかもその事実を「本土」のマスコミは，

ほとんど伝えていないのである。

そして歴史学の世界でも，沖縄史は「戦場」といえる状況である。例えば沖

縄戦での「集団自決」（強制集団死）の問題は，「南京大虐殺」，軍「慰安婦」

問題とならんで，右翼の最大攻撃の的になっている。この問題では，２００８年，

「集団自決」を強制したとされている，座
ざ ま み

間味島
じま

の元戦隊長だった梅津裕と渡
と

嘉
か

敷
しき

島
じま

の元戦隊長赤松嘉
よしつぐ

次の弟秀一が，大江健三郎の『沖縄ノート』（１９７０年）

と出版元岩波書店を名誉毀損で告訴する，沖縄「集団自決」裁判が起こってい

る（岩波書店編『記録　沖縄「集団自決裁判』岩波書店，２０１２年，他参照）。

裁判は大江側が勝訴したが，この裁判の原告側弁護士３４名のなかに元防衛相

稲田朋美の名前がある。この弁護士集団は，小泉純一郎首相が２００１年に，靖国

神社に参拝した時，憲法違反で告訴されたが，その小泉を守るために作られた

「靖国応援団」であった。『靖国応援団の歩みと皆様への感謝』（２００７年）によ

ると，「稲田弁護士は」，「関西における自由主義史観研究会の土台をつくられ

た椿原泰夫先生のご令嬢」であり，「もし「自由主義史観研究会」や「新しい

歴史教科書をつくる会」が存在しなければ，「靖国応援団」は存在せず，その

延長上に発展して現在活躍中の「沖縄集団自決冤罪訴訟を支援する会」も存在

できなかったかも知れません」と語っている（http://star.ap.teacup.com/

minaki/l.html）。文科相の萩生田光一も「自由主義史観研究会」や日本会議の

幹部であり，元文科相の下村博文から森友学園の籠池泰典まで日本会議の「同

志」であった。安倍内閣こそが，「日本の極右勢力が政権をジャック」したと

34 商　学　討　究　第70巻　第 2・ 3号



いうことを，やっと最近の日本の民衆も理解してきたようである（高橋哲哉「浮

かび上がる「靖国の思想」」，岩波書店編前掲書，５９頁）。

しかし２００７年には，文部科学省は，教科書検定で「集団自決」での軍の関与

を否定する意見書を付け，それによって教科書が書きかえられる。だが，この

時に沖縄では宜
ぎ

野
の

湾
わん

市
し

で１２万人（八重山，宮古でも６０００人）の「抗議集会」が

持たれ，軍の関与を示す記述が復活する（大江健三郎「誤読・防諜・「美しき

殉国死」」，同上，４２頁）。ところが，２０１５年に文部科学省は，１６年度から中学

校で使用する教科書の検定結果を公表したが，「沖縄戦における「集団自決」（強

制集団死）を ８社中 ７社が記述したが，集団自決を「強いられて」から「負い

込まれた」に変更したため，強制性を明記した出版社がなくなった」（『琉球新

報』２０１５年 ４ 月 ７ 日）。

また屋
や か び

嘉比収が紹介しているが，２０００年 ４ 月，沖縄県は新平和祈念資料館を

開館した。この時，沖縄戦の展示で，「ガマ（洞窟）での日本兵による強制的

な沖縄住民の追い出しや住民虐殺を表すため，泣いた幼児の口封じを強要して

沖縄住民に銃を構えて立つ日本兵の構図が採用され，承認を受けていた」。と

ころが保守派の稲嶺恵一知事の「事実ではあるが，あまりに反日的になっては

いけない」という反対があって，「日本兵の像を変更して，銃を取り外した人

形制作を」発注したそうである（屋嘉比収『沖縄戦，米軍占領史を学び直す』

世織書房，２００９年，５８頁）。

沖縄の民衆に銃を向ける日本兵，これほど沖縄戦の本質をよく伝える表象は

ないであろう。しかし，「軍隊は民衆を守ってくれない」という沖縄戦の記憶は，

日本の ７割を超える米軍基地を持ち，オスプレイを最初に配備し，今また東ア

ジア最大の米軍基地を辺野古に建設しようとする保守勢力にとって，まず抹殺

しなければならないものである。このような歴史の簒奪，記憶の忘却とたたか

うことが，私たちのなかでも重要である。その最先端に沖縄史研究があり，そ

れを実践してきたのが西里喜行の生涯と学問である＊。

＊本稿は，近代沖縄史研究の第一人者，西里喜行のインタビュー集の「解題」

として書いたものであるが，諸般の事情から出版が困難になったため，単独
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の論文として発表することにした。西里喜行のインタビューそのものは，中

部大学の総合雑誌『アリーナ』の第２２・２３号（２０１９・２０年）に，「沖縄史の

民衆と差別－西里喜行氏に聞く」として掲載する。あわせて読んでいただけ

れば幸甚である。

第 １ 章　竹富島の戦中と戦後

第 １ 節　竹富島と沖縄戦

西里喜行は，１９４０年 ４ 月１２日，沖縄県の竹富島（現沖縄県八重山郡竹富町）

の漁師の次男として生まれた。男子が ３名，女子が ３名の ６人兄弟姉妹であっ

た。竹富島は，日本の最南端に位置する竹富町の有人島・無人島１６の内のひと

つであり，八重山諸島の石垣島と西
いり

表
おもて

島
じま

の間に挟まれた，島の面積が ５・４２

平方㎞という先
さきしま

島（宮古・八重山群島）の小島である。

「先史時代」のカイジ貝塚の発掘によって，１０００年以前から人が住んでいた

痕跡がある。その後，屋久島や徳之島，久米島，沖縄本島等から血縁集団が移

住して，島内に ６カ所の集落を創設した。１５世紀中葉の八重山の群雄割拠時代

には，各集落に首長がいて，村人に農業技術を指導したと言われている。それ

が村の伝統行事「種子取祭」で演じられている。ただ珊瑚礁の隆起から生じた

琉球石灰岩の低島であり，稲作には向いていなかった。漁業も未発達で，西里

家のような漁民は少数であった。

琉球王府時代の人頭税は，穀物と布によったが，米のとれない竹富島では，

石垣島や西表島に出作して支払った。そのおかげで織物は盛んで，柳宗悦やバー

ナード・リーチなどの民芸運動家たちが絶賛したことから，「民芸の島」とも呼

ばれている。また歌や踊りなどの芸能も盛んであった（『竹富町史　第 ２巻　竹

富島』竹富町役場，２０１１年）。

西里が生まれた１９４０年は，「皇紀２６００年」で，「戦争がそれほど激しくなかっ

た」ので，「これはものすごく盛り上がった。村中がお祭騒ぎで青年団は芸能

大会とか，いろいろな催しをやって，とても面白いものだった」と言われてい
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る（一橋恒夫，『竹富町史　第1２巻』竹富町役場，１９９６年， ７頁，以下同書に

よる）。「芸能の島」竹富島の「皇紀２６００年」は，華やかなものであっただろう。

しかし，翌４１年１０月，「竹富島の北海岸で島をゆるがす大爆音が聞こえた」。

浜では「上陸用船艇から兵隊がぞくぞく飛び出し，上陸を開始した。兵隊は約

２００人で，戦車が地響きを立てながら珊瑚礁の上を走り，護岸の一角をもぎとり，

保安林に突入し，木麻黄を一瞬のうちになぎ倒し，反転して上陸用船艇に引き

返した」。大山正夫は，「初めて見る戦車の威力に驚嘆，太平洋戦争への準備は

着々と進められていたことが分かった」としている。同年１２月 ８ 日，日本はつ

いにアジア・太平洋戦争に突入し，「開戦して ２カ月，早過ぎる大戦果を人々

は熱狂的に喜んだ」。

だが勝利の美酒に酔うのは僅かの間で，４２年 ６ 月のミッドウェー海戦を契機

に「形勢は逆転され，戦局は一気に押され気味となり，戦場は確実に日本に近

づきつつあった」。そこで４３年１１月には，「恒例の竹富村主催による招魂祭が挙

行され」ている。また翌４４年 １ 月１３日には，軍神大舛大尉の １周忌慰霊祭が記

念運動場で挙行される。大山は，「竹富村青年学校を代表して，大舛大尉の忠

烈無双の武勲を称え，「軍神大舛大尉に続け」と絶叫し降壇した」（同上，１３２

～ ３ 頁）。島の空気は軍国主義一色に塗られていた。

４４年の１２月１１日になると独立歩兵第３０１大隊第 １中隊が島に常駐するように

なる。陸軍大尉大石喬率いるこの部隊は，竹富国民学校を兵舎として使用する

ようになる。そのため「学校では各部落の集会場や民家，玻座間，清明，仲筋

の各御
うた き

獄（聖地）などでの授業を余儀なくされた」。また「若い男女で構成さ

れる薫風隊や黒鉄隊が組織され，軍事教練や陣地構築などの猛訓練が展開され

た」（同上，２９頁）。もちろん西里はまだ幼少期で，これらの訓練に参加したわ

けではなかった。竹富島になぜ大石隊が来たのかについては，大石大尉自身が

次のように命令されたと語っている。

　 １，�方針　沖縄軍及び八重山地区兵団の方針と竹富島の戦術的価値に鑑み，

出来るだけ多くの米軍の出血を強要し，同時に米軍の占領を １日でも

長く遅延せしめて米軍の石垣島攻略の基地設定を阻止することであっ
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た。

　 ２，�防衛体制　米軍上陸の予定は示されなかったが， １日も早く体制を整

えなくてはならない。兵隊は旅団命令により １個小隊を石垣島へ配属

させたので６０人減になったが，代わりに機関銃小隊（新潟県）が指揮

下に入って来たので３０人増え合計約１５０人になった。これに島民は約

２００世帯，人数は約１２００人であった。これらを守るとともに，軍民一

体となって防衛陣地を築かなければならない。

そもそも沖縄戦自体が，米軍との本土決戦を遅らせるための「捨て石」作戦

であったが，大石自身は，米軍の動きを観測して，「台湾攻略はもうないので

はないか。そうすると石垣島及び竹富島への上陸作戦もないだろう」と考えて

いたそうである（同上，９４～ ５ 頁）。しかし，島民が１２００人しか住んでいない

所に，１５０人の兵隊が来るというのも迷惑な話である。

大石は，「竹富島駐屯部隊としての任務は，米軍の攻撃に対する防衛作戦と，

もう １つは島民の生命，財産，文化を守る事」だ（同上，９８頁）としているが，

この大石の寄稿の後に，部隊によって被害を受けた人たちの手記が，『竹富町史』

に載っている。有田静吉によると，「大石隊が駐屯してから，農作物や家畜に

加え木材の供出が行われた。最初は木材の多い西表島から木材を切り出し竹富

島に運んでいた」が，その後竹富島の材木を切る命令が出される。有田家の

「キャーギ（イヌマキ）を全て切る」命令が出されて，彼の父の命がけの制止

を無視して伐採された。切り出したキャーギは使用されず，敗戦後も山積みに

されているのを見て，「返してくれ」と言ったが，「ダメだ，われわれ大石隊は，

この材木を売って運賃を作って帰るのだ」と言われたそうである（同上，１０９頁）。

根津泰与は，「いよいよ豚の世話をする事が困難になってきたので，飼育し

ていた豚を殺した事があった。その事が日本の軍隊の耳に入り豚は没収された。

勝手に豚を殺したと言う理由で祖母と祖父は部隊の山盛さん宅の庭に １日中立

たされ罰を受けたそうだ」と語っている（同上，１１５頁）。豚は没収されたうえ

罰まで受けるのである。学校や住居を没収され，材木や食糧まで奪われて何が

「島民の生命，財産，文化を守る事」になるのだろうか。
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そのうえさすが大石自身も「重労働」と認めているが，「全島偽装」のために，

「兵隊のいる学校も民家も偽装網で覆い隠す事にして偽装網を作らせ，これに

海岸に自生していたアダン葉をのせた」。しかも「アダン葉を月に ２回替える

という大変な重労働を島民に要求した」（同上，９７～ ８ 頁）。

２０万人以上の戦没者を出した「沖縄戦」のなかでは，竹富島の犠牲は小さい

といえるかもしれないが，西里の父は，漁業の最中に空襲でやられ，逝去して

いる。また４５年 ４ 月 １ 日には，米軍機が来襲して国民学校に大きな被害を与え

た。 ４年生教室は，直撃弾を受けて屋根や床が破壊され，運動場には大穴がで

きた（同上，３０頁）。

西里が記憶している「捕虜」事件というのは，「イギリス人で，名前はカメ

ロンと言い，階級は中尉，グラスゴウの農科大学の ４年生で」， ４月の空襲で

撃ち落とされて１２時間ほど漂流していた。「最後の攻撃で，翌日はアメリカの

機動部隊と交替することになっていたので，故国に帰って結婚する事になって

いた」。捕虜の青年は―

　翌日の夕刻敵の空襲の終わる時間に，太田軍曹を長とする兵士 ３人位の

護衛を付けて連絡してあった，石垣島へ連行して行かせた。太田軍曹の帰っ

てきてからの報告では，舟が石垣島の桟橋に着くと待っていた憲兵隊が，

いきなり下駄を脱いで「こ奴か」と言って俘虜の頭から血が出たというこ

とだった。

その後「どうなったかわからない。台湾へ送ったという話は聞いた様に思う

が，確かな事は判らない」と大石は語っている（同上，１０１頁）。根津泰与は，

「イギリスの兵隊が捕まり，山盛宅に連れて来られたらしい，という話を聞き，

私と叔母は急いで見に行った」が，「イギリス兵は赤い顔をし，目は異様にギ

ラギラと光り髪は赤茶けて乱れていて，子供心に一瞬鬼のようだと思いドキド

キしながら見ていた」と回想している（同上，１１３頁）。カメロン中尉も恐怖心

で一杯だったのだろうが，少女の目にも空襲の恐怖があって，「鬼畜米英」に

見えたのであろう。
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第 ２ 節　竹富島の戦後

沖縄戦は，１９４５年 ５ 月末には第３２軍の首里司令部が陥落し，日本軍は南部に

撤退したが， ６月下旬には組織的戦力を失っており， ６月２３日に牛島満司令官

が自決して終了した。連合軍は ７月 ２日に沖縄戦の終了を宣言した。この戦闘

での日本側の死者・行方不明者は１８万８１３６人で，沖縄県外の正規兵が ６万５９０８

人，沖縄出身者が１２万２２２８人，そのうち民間人が ９万４０００人であった。一方，

米軍の死者・不明者は １万４００６人，英軍の死者が８２人，米軍の負傷者は

７万２０１２人であった（沖縄県生活福祉部援護課の１９７６年 ３ 月発表）。

しかも戦後の沖縄も悲惨で，敗戦後の「 ７月３０日には３２万人」の住民が，「難

民」として米軍の指揮下におかれた。彼らは「仮設の民間人収容所」に入れら

れたが，「住民たちは野ざらしのまま，日に １度の食事しか与えられない収容

所もあった」（鳥山淳『沖縄　基地社会の起源と相克』勁草書房，２０１３年，１４頁）。

「難民」の大半は沖縄本島に設置した ７カ所の収容所に，４５年１０月段階では

２４万９０００人が収容された（同「軍用地と軍作業から見る戦後初期の沖縄社会」

『浦添市立図書館紀要』第１２号，２００１年，６９頁）。この人たちの土地は没収され，

当初は日本本土への攻撃基地として，日本の敗戦後は，対ソ戦の「主要基地」

として拡充された。このため米軍の確保した軍用地は，「１９４９年段階で約

４万３０００エーカーに及び，沖縄本島陸地総面積に占める割合も，実に１４パーセ

ントとなった」。そこで自分の土地に戻れなかった「難民」が，米軍の資料で

も４６年 ５ 月段階で，「約１２万５０００人」はいた。その上，４６年の秋以降，日本本土，

台湾，南洋群島から１０万人以上の沖縄出身者が引き揚げて来たので，「飢餓状況」

は一気に促進された（平良好利『戦後沖縄と米軍基地』法政大学出版局，２０１２

年，第 １章参照）。この住民の土地没収は，占領軍の私有財産の没収を禁止じ

たハーグ陸戦条約などにも違反する行為であった。

竹富島では，土地没収の悲劇はなかったが，食糧難などの悲劇は襲ってきた。

「終戦と同じくして今度は食糧難が始まった。竹富島では大石隊が引き揚げる

と同時に，入れ替って台湾や沖縄本島から島出身者が戻って来た。軍隊からの

復員も段々と増えた。人口は膨れ上がる一方だったが，島の面積は限られてい
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る。人口が増加すると住民は生活するため，耕地を広げ確保しなけれがならな

い」（一橋恒夫，前掲『竹富町史　第１２巻』，６５頁）

竹盛松二も，「竹富島は，耕地に恵まれていないし，土壌も土のなかに石が

あるというよりは，石の中に土があると表現してもいような畑が多々あった。

海岸近くの岩盤までも全部焼き払って開墾し粟やイモなどを植えた。それでも

生活は豊かにならなかった」と語っている（同上，２１９頁）。そこで「イモは植

え付けて ３カ月すれば食べることができるが葉っぱも食用になるので重宝され

た。島での住民の主食はお米ではなくイモだった」。「終戦直後はイモだけの生

活だった」（上勢頭英元，同上，１２０頁）。

戦時下の１９４３年に島の人口は１２６３人であったが，戦後は台湾などからの移民

が引き揚げて来て，４５年には２１６８人と一気に ２倍近くになっている。それ以

降，４７年に１７５５人，４８年に１８６２人と過剰状態が続くが，５３年には１１７０人と戦前

水準に戻り，５５年以降には８５７人と１０００人を切って，急速に過疎化が進展して

いる。６９年から３８９人となり，一時２００人台となったが，２００１年からは３００人台

を回復している（前掲『竹富町史　第 ２巻』，３５～ ６ 頁）。住宅事情も悪化し，

「島の人口は一気に膨れ上がった。私の家族は１０人を超えた」（上勢頭英元，

同上，１２０頁）というように，１０人家族が普通になっている。

過剰人口による耕地不足と食糧難に悩んだ島民は，西表島などへの移民を始

めている。政府も１９５２年には「琉球政府の計画的な移民として，沖縄本島大宜

味地区から入植が始まると，西表島の仲間地区へ竹富や波照間から１９戸が入植

して大冨部落を創設」した。しかし，稲の「イモチ病」や「 ６月， ７月と相次

ぐ台風の襲来と，島々の疲弊と水飢饉，それにソテツ地獄の再来を思わせる食

糧の配給など暗い話題が報じられている」（同上，２６１～ ２ 頁）。

もちろん人口の急増は，悪いことだけではなかった。一橋は，「終戦直後の

島には若者がたくさんいた。台湾等から引き揚げて来た人は標準語が上手だっ

た。そうしているうちに青年会活動が活発になった。若者が数多くいると楽し

いもので，青年会活動は本当に素晴らしいものだ，と思った」と語っている。

青年会での文化活動ではじめて俳句をつくったことを思い出している（前掲『竹
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富町史　第１２巻』，６５～ ６ 頁）。

そして，学校教育は大きく転換する。戦時下では「学校の授業は壕堀りが中

心で，勉強などは一切なかった」。「地下壕での訓練は，敵に追い詰められてい

ざという時に「自爆しなさい。死になさい」と教え込まれ，各自に手榴弾が １

個ずつ渡されていた。手榴弾は真管を抜いてガチャンと石に叩きつけると爆発

する仕組みになっており，「米軍に攻められ，どうしようもない時には捕虜に

ならずに自爆しなさい」ということだった。学校ではこのような軍国教育の訓

練ばかりさせられた」（一橋，同上，５８頁）。

１９４５年 ４ 月 １ 日，沖縄本島に上陸した米軍は，海軍軍政布告第 １号（ニミッ

ツ布告）の発布により，沖縄県に対する日本政府のすべての行政権を停止した。

しかし，同年 ７月，竹富国民学校は日本軍により南校舎の ３教室が取り壊され，

さらに ４年生の教室は空襲による直撃で破壊されていた。そのうえ日本軍に

よって教室の壁や天井なども剥ぎ取られ，見るも無惨な状況であった。

８月１５日に日本は無条件降伏をするが，１２月２２日，米国海軍チェース少佐と

ルイル軍医中佐ほか１１人が石垣島に上陸し，八重山支庁において，「北緯３０度

以南の琉球に軍政を布く」布告を宣言した。さらに南西諸島副長官レー・アイ・

ムーレー大佐は，南西諸島命令を布告した。この ２つの布告によって，八重山

群島は米軍の軍政下に入る。

翌４６年の １月 ７日付の『海南時報』によると，「戦後初めて，群下の学校長

会議が八重山支庁の会議室で開催された」と報じている。そこでは―

　 １，授業は １週間に ２日程度にする。

　 ２，教科では修身，国史，地理は軍の指示により廃止する。

　 ３，日本を宣伝し，あるいは謳歌する内容は削除する。

軍国主義教育の排除を命じたものであるが， １の指令は生徒の食糧事情や校

舎の破損などを考慮するものであった。４６年 ３ 月 ５ 日付の『海南時報』による

と，竹富島では「教員数は支庁案に賛成，しかし児童数は戦前に比べて増加，

したがって教員数は将来増加希望，現在考慮中」と，生徒数の急増に比べての

教員不足を心配している。ちなみに「竹富小学校のある教諭の１９４６年 ４ 月 １ 日
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の給料月額は６９円であった。当時，米 １升１２０円，大豆 １升１００円，鶏卵 １個１０

円で，これではお米 ５合も買えない給料のため，教員をやめる人も多く，教員

の確保に困難を極めた」。

１９４６年１１月 ３日には日本国憲法が，翌４７年 ５月 ３日には教育基本法が制定さ

れるが，沖縄に適用されるのは７２年の「復帰」以降である。そこで沖縄では地

域毎に教育基本法を制定した。しかし手探りの教育で，教師も「デモクラシー」

という言葉が理解できず，解説書の読み合わせをしたり，『八重山タイムス』

に投稿された「デモクラシー」に関する記事を読んで議論したりしたそうである。

また４６年 ４ 月，教科書も八重山支庁文化部が，生活に即した独自の教科書の

作成を目指している。例えば「宮良橋」（高等科 ２年），「民主主義」（同 １年），

「松金ユンタ」（初等科 ６年），「甘蔗植え」（同 ４年）などである。残念ながら

この教科書は。軍政府の許可を得る前に，沖縄民政府文教部から教科書を送付

することになって取り止めになった。しかし送られてく教科書の部数が少な

く，４８年まではガリ版刷りで増刷した教科書を使っていた。

竹富島では，４７年１１月 ３ 日に竹富実業高等学校が設立されるが，４９年の教育

改革によって， ６・ ３・ ３制がスタートして， ３月３１日に廃止され，新制竹富

中学校に引き継がれる。わずか １年 ５カ月の実業高等学校であるが，ここにも

島民の気概が感じられる。「校長の給料を島民が負担したこと，島民の負担で

元役場跡地の私有地を借用して茅葺きの学校を造り上げて，村当局を納得させ」

ている。この茅葺き校舎が中学校の校舎に引き継がれている（前掲『竹富町史

　第 ２巻』，３３２～ ５ 頁）。西里の子ども時代は，このように激変した戦後改革

の時代であった。

第 ３ 節　沖縄の「先島差別」

ここで少し話が変わるが，沖縄の「先島差別」について書いておきたい。沖

縄には，実に重層的な差別が存在する。まず沖縄の奄美差別があり，沖縄本島

でも糸
いとまん

満漁民のように子どもの奴隷的な人身売買が戦後まで残った地域への差

別がある。沖縄本島と先島，先島相互間の差別も存在する。ここでは八重山群
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島だけに話を限定するが，作家の安岡章太郎に，「離島にて」（『世界』１９７９年

３ 月号）という短い八重山旅行記がある。さすがに，『アメリカ感情旅行』（岩

波新書，１９2６年）において，アメリカの黒人差別をするどくえぐった安岡は，

短期間の沖縄旅行で，八重山の複雑な「先島差別」を見事に描いている。

西表島に行く安岡は，一族は沖縄本島の出身だが東京生まれ，東京育ちで沖

縄の本社に帰るＳという若者と，竹富島に住むＯというＳの叔父さんから，い

ろいろ八重山群島の話を聞くことになる。Ｏは「人間の住まない場所が」八重

山には多くて，「石垣島だって船越から北は人の住まんところでね，「船越へ行っ

てきた」といえば死にそこなったということです。船越から北へ長く突き出し

た半島が平久保ですが，死ぬということを「平久保へ行く」と私の母なんかは

言っとったですよ」と語り出している。

Ｏの住む竹富島は，「面積は西表島の５０分の １ぐらいの小っぽけ島ですが，

２
（ママ）

０００年もまえから開けて，石垣も西表も，八重山の島は全部，竹富の植民地み

たいなもんです。石垣なんかいまは石垣市ですが，ついこの間までは竹富町石

垣島だったんですから……」。なぜ竹富島の格が高かったというと，「要するに。

石垣も西表もマラリアや風土病が多くてなかなか人間が住みつけなかったです

な。それでも石垣は，強制移民や流人やらを何度も送りこんで，どうやら住め

るようになりましたが，西表は慶長年間から何回移民をやって村を開発させて

も，自然の力に敗けて結局，明治以後はどの村も皆，つぎつぎに廃村になって

しまって……」とＯは語っている。

またＯは，舟で「竹富から西表まで一生懸命漕いでも ６時間ばかりかかりま

したからな。真夜中に家を出ても，こっちへ着くのは ８時頃でしょう。一と仕

事すませて家へ帰るのが，夜の ８時か ９時。寝る間もないぐらいでね」と出作

の苦労を語る。しかし，安岡は，「いかに西表がマラリアの発生する土地だといっ

ても，往復に12時間もかけて通よりは，何とか予防の手段をこうじてこちらに

住む方がラクだろう」と考える。しかし「島の人びとを常住不断に取り巻いて

直接脅かしているのは，やはり海の非情さではないか。ここでは海が差別を生

み，イリオモテヤマネコを孤立させたように人を孤立させた。人の住まない離
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島に住めば，もうそれは普通の人ではなくなったのかもしれない。だから竹富

島の百姓は，百姓が肥沃な土地であることはわかっていても，決してそこに住

もうとはしなかったのだろう」と結論づけている（岩波書店編集部編『戦後短

編小説集 ５』岩波書店，２０００年，５１～７９頁）。

安岡も少し触れているが，西表島では炭鉱事業が展開しており，明治期には

三井物産が囚人労働を使って開発するが，２００人弱の労働者の９０％がマラリア

に罹り，数十人が死亡している。その後，沖縄炭鉱や琉球炭鉱が引き受け，台

湾，朝鮮，宮古島，北九州の労働者が集められて，「タコ部屋」が作られ，給

料の代わりに「炭鉱切符」と呼ばれる私製紙幣で支払われおり，会社が経営す

る売店で高い食糧や日常品を購入させられた。坑内にはマラリアが蔓延し，鉱

夫の島からの脱出も困難であった。戦後，米軍が一時接収したが，１９５３年に琉

球興発に払い下げられ，１９６０年には休業している（三木健『沖縄・西表炭鉱史』

日本経済評論社，１９９６年）。この炭鉱の歴史は，西表島が「死の島」と呼ばれ

る理由のひとつになっている。

第 ２ 章  １９５０年代の沖縄

第 １ 節　那覇での高校生活と〈政治の季節〉

西里は，「戦後まもなく，竹富小学校に入学してから，中学 ３年の一学期まで，

竹富島が私の生活空間であった」。電気もガスも水道もない生活をして，「テー

ドウンヒトウ（竹富人）の私は，目の前に拡がる大きな石垣島とそこに住むイ

ナシヒトウ（石垣人）に対するコンプレックスのような感情を懐いてていまし

たが，その石垣島を飛び越えて沖縄に行くことになり，高等学校の ３年間は沖

縄で生活しました」と語っている。

そこでの生活は，「１９５５年 ９ 月，私は高校進学を目指して竹富中学校から那

覇中学へ転校し，翌５６年 ４ 月，那覇高等学校へ入学したものの，環境の変化に

よってかなりのストレスを受けたので，憂鬱な高校生活の始まりという印象が

刻印されている」。しかし，「憂鬱だったのは個人的な事情だけでなく，沖縄全
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体が重苦しい雰囲気に包まれていた」と語っている。

　米軍の「銃剣とブルドーザー」による土地強奪政策が展開され，恒久的

な米軍基地が着々と拡大されていく状況の中で，家屋や田畑を焼かれ踏み

荒らされた伊江島や伊佐浜の住民たちの悲惨な境遇が，毎日の新聞紙に大

きく報道れていた。しかも，「銃剣とブルドーザー」で強奪された土地を，

地代の一括払いによって半永久的に使用するという「プライス勧告」が公

表され，沖縄は永久にアメリカの植民地にされるのではないかという不安

が沖縄全体を覆っていった。

　しかし，半永久的植民地化の危機に直面した沖縄の民衆は，「プライス

勧告」の公表を契機に，一括払い反対・新規土地接収反対などの「 ４原則」

を掲げて，「島ぐるみ土地闘争」に立ち上がり始めていた。折しも，人民

党書記長の瀬長亀次郎氏が出獄し，闘争の先頭に立ったことによって，沖

縄の民衆は大いに勇気づけられたのではないかと思う。

那覇高校に入学したばかりの西里は，「どういうわけか沖縄を取り巻く政治

状況に極めて敏感に反応した」と語っているが，５０年代の沖縄は，戦後最大の

「政治の季節」であった。西里は，「瀬長亀次郎氏の出獄歓迎演説会では，演

壇の前に座り込み，瀬長氏の演説に耳を傾けた。演説の内容をすべて理解でき

たわけではないけれども，沖縄が重大な岐路に直面していること，沖縄が直面

している困難を解決するには「日本復帰」しかないことが情熱を込めて語られ

ていたように記憶している」と回想している。「土地闘争と復帰運動が連動し

ながら，５６年の夏には文字通り「島ぐるみ」の大運動へ発展した」。とりわけ―

　那覇高等学校の校庭で開催された「 ４原則貫徹県民大会」には十万余の

民衆が結集し，運動を最高潮に押し上げた。開催に先立って，琉球大学の

学生たちによって繰り広げられたデモ行進の最後尾に，私も何名かの高校

生とともに加わった後，大会が始まるや，演壇の前の最前列で各弁士の演

説が終わった時，突然 １人の高校生が演壇に駆け上がり，一括払い賛成・

日本復帰反対の演説をぶち始めたので会場は騒然となった。まもなく，そ

の高校生は演壇から引きずり降ろされ，大会は予定通り進行して，午後十
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時頃終了した。

後述するように中
なか

宗
そ

根
ね

源
げん

和
わ

のような親米右派の「沖縄独立」論が存在してい

るが，それが高校生にまで浸透していたのは興味深い。西里は，このＮの行動

に反対し，「土地を強奪されて苦境に陥っていた伊江島や伊佐浜の住民の現状

を調査する活動をはじめ，夏休みを利用して仮説のテント小屋を訪問し，聞き

取り調査などを繰り返し」ている。「「島ぐるみ土地闘争」の渦中で，瀬長亀次

郎氏が那覇市長に当選したことは，私たちを勇気づけただけでなく，沖縄問題

を日本全国さらには全世界に訴える衝撃的なニュースとなった」と回顧してい

る（西里喜行『私の歴史研究４０年（備忘録）』自費出版，２００６年， １・５７～ ９ 頁）。

第 ２ 節　沖縄人連盟と徳田球一

ここで戦後の沖縄人の社会運動を見ておきたい。まず戦後，本土に残った沖

縄人のなかで，沖縄人連盟が１９４５年１２月 ９ 日に，戦時中金物屋をやって生き残っ

た共産党員の松本（旧姓真栄田）三益が，沖縄学の権威伊
い は

波普
ふ

猷
ゆう

を会長に，早

稲田大学法学部長（後総長）の大浜信
しんせん

泉，比
ひ が

嘉春
しゅんちょう

潮，比
ひ や ね

屋根安
あんてい

定，永丘（同

饒
よ へ な

平名）智太郎らを発起人にして結成した。連盟の結成の目的は，郷里の現存

者と連絡をとること，沖縄と通信交換および金銭や救援物資の送付ができるこ

と，沖縄戦の実相を知ることであった。

その頃は九州に疎開者や学童疎開が ４万６００人おり，また南方からの引き揚

げ者や復員兵士も増えて，本土にいる者が ５万人を超えていた。しかも「戦争

中は義務と心得ていた疎開先の受け入れ側も」，戦後，沖縄人は喜ばれない客

になっていった。そこで比嘉と永丘が中心になって，GHQのマッカーサー元帥

に，「日本人中今次の誤れる戦争によって最も犠牲を払わされ，しかも最も悲

惨な境遇に陥れられたものは沖縄人であります」という請願書を提出している。

請願書には，「沖縄が戦場になる前に軍の命令により引揚げた老幼女子が九

州に ４万人，台湾に約 ２万人おります。彼らの多くは郷里よりの送金，音信が

途絶えて ８か月になります」，しかも軍閥は「九州地方の民間に沖縄人がスパ

イをしたために沖縄戦は敗れたとの〝デマ〟を飛ばし，そのために沖縄の避難
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民には配給をするなと脅かされた地方もあります」。特にフィリピンの「ダバ

オからの引揚民は最も悲惨を極め，福岡に既に ２千人到着しこれを収容する施

設がないので小学校に宿泊せしめられ，被服も夜具も支給を受けず，寒さにふ

るえ，死者および病人続出の状況であります」と戦後の難民化の状況を訴えて

いる。しかし，この請願が過激だとして大浜が脱退し，比屋根は連盟に来なく

なった。連盟は幾度かの危機を迎えるが，４９年に沖縄連盟と改称し，５１年 ８ 月

２４日には解散した（比嘉春潮『沖縄の歳月』中公新書，１９６９年，２０１～２８頁）。

この沖縄人連盟は共産党員の松本が中心になっており，同党の書記長で沖縄

出身の徳田球一が顧問になっている。沖縄人連盟の大会に，日本共産党は，４６

年 ２ 月２４日の第 ５回党大会の名で，「沖縄民族の独立を祝して」というメッセー

ジを送っている。「日本の天皇主義者」は，「沖縄人諸君にたいしても」，「同一

民族であることを諸君におしつけてきました」。「諸君はこの奸計の帝国主義の

本質をもはや見きわめられたことと思います。たとえ，古代において，沖縄人

が日本人と同一の祖先からわかれたとしても，近世以後の歴史において日本は

あきらかに沖縄を支配してきたのであります。すなわち，沖縄は少数民族とし

て抑圧されてきた民族であります。諸君の解放は世界革命の成功についてのみ

真に保証されるのであります」。この主張は，当時の徳田書記長の発言と合致

しており，沖縄人を「日本の少数民族」として捉えるものであった。また「現

に，日本には多数の沖縄人諸君が本国との交通を断たれ，戦時中徴用された人々

は職をうしない，多数の学童はよるべなく，南方から帰還された人々には収容

所でみじめな取り扱いをうけています」という認識は，先述のマッカーサー宛

ての請願書と同じものである（『アカハタ』１９４６年 ３ 月 ６ 日，森宣雄他編『戦

後初期沖縄解放運動資料集　第 ３巻』不二出版，２００５年，１９１頁。以下『資料集』

と略し，一部を現代語で表記）。

徳田は，翌４７年 ７ 月 ５ 日の青年同盟主催の「沖縄問題座談会」の席でも，大

浜信泉の沖縄文化は「ローカルカラー」（柳田國男の発言）であり，「未だかつ

て自分が日本人と違った生活圏の中に生活して来たという経験もなく，差別待

遇を受けた事もない」。沖縄の「帰属問題においても独立とかは考えられない」
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という発言に，猛烈に反論する。

徳田は，「共産党としては沖縄問題に決定的な意見はない」としながらも，「沖

縄人の立場から ２，３意見を述べる」とする。「第 １に民族の問題であるが，そ

れは日本民族であるという点については異論がないようである。ただ然し今日

迄特別の政治がなされて来ている。具体的に言えば，半植民地であったことは

間違いない」。「個人の例をとってみても，自分の祖父は鹿児島の人であるが，

そのことで却って私は恨み骨髄に徹する経験を持っている。薩摩の親戚叔父等

と同居していても，沖縄で育ったと云うだけで，同じ浴場に入ることも許され

なかった」。「現代日本においてもなお，沖縄人は賃金が ２割少なかったという

例もある。我々は階級的立場から考えなければならない。圧迫されている階級

の立場からみて差別待遇されている。我々は何れの国と結合するとしても，民

族の自主権を決定しなけれならない」。「第 ２は，信託統治の問題であるが，そ

れは，沖縄の場合，客観的情勢からみて，戦略的信託統治になるということは

避くべからざるものである」。「第 ３に，かゝる状態において，我々は何をすべ

きかということであるが」，「民族はそれ自体の自治的生活をするのが重要であ

る」。「我々は如何なる場合でも，自主性を失ってはならぬ。国籍問題は問題に

ならない。根本問題は自主性の問題である」。「最後に，日本に対して如何なる

要求をすべきか。それは今迄の搾取に対する賠償を求めるべきである」と語っ

ている（『青年沖縄』１９４７年 ７ 月号，前掲『資料集』１９２～ ４ 頁）。

アメリカの「信託統治」については，いささか甘い見通しと言えるかもしれ

ないが，獄中から徳田ら共産党員を解放してくれた占領軍は，あくまでも「解

放軍」であった。敵は日本の軍閥であり，占領軍の手を借りて彼らを叩くとい

うのが，沖縄人連盟の請願運動の趣旨でもあった。徳田らは，１９４７年１２月の日

本共産党の第 ６回党大会で「沖縄の独立」を決定している。上記の徳田の発言

に見られるように，「沖縄独立論」は，徳田の強烈な差別体験のなかから生ま

れている。

徳田は，１８９４年 ９ 月１２日，沖縄本島の国
くにがみぐん

頭郡名
な ご

護村（現名護市）に生まれて

いる。「祖父は鹿児島で」「廻船問屋だった」が，「琉球に船をもってきて」，「そ
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ういう船問屋は，みんな琉球で女をもっていた。わたしの母もやはりそういう

船問屋の主人と琉球人の妾とのあいだで生まれた」。「わたしの祖母はひどい貧

農の娘で，その生まれ故郷の家はまるでブタごやのようなあばらやだった。祖

母はそういうところに生まれ，女郎に売られ，やがて祖父の妾になってわたし

の父を産んだ」。「母も同じようにして生まれた。母方の祖母は，貧乏な職人の

家に生まれ，その家には女の子が ３人いたが， ２人まで女郎に売られた」（『獄

中十八年』１９４７年，『徳田球一全集　第 ５巻』五月書房，１９８６年，２８７頁）。鹿

児島商人と「妾」の間にできた父と，辻の遊廓の遊女の娘の母との間に生まれ

る，という複雑なアイデンティティーを持って育っている。

そこからも徳田は「沖縄にたいする植民地的な搾取，専制主義，内地人との

差別待遇，内地人官吏と御用商人の不正と搾取，そこからくる大多数の沖縄人

と下層内地人の奴隷的な地位と生活状態」などに義憤を感じ，社会主義思想に

ひかれていった（『わが生いたちの記』１９４８年，同上，２６頁）。

７０年代の沖縄返還闘争の共産党の指導者の一人であった牧瀬恒
こう

二
じ

は，５０年分

裂の時，徳田から「沖縄はヤマトではない。沖縄の共産党をヤマトの党の下部

組織にしてはならない」とよく言われていたそうである（増山太助『戦後期左

翼人士群像』拓殖書房新社，２０００年，２５４頁）。戦前の共産党では，コミンテル

ン（国際共産組織）の日本支部という自覚を持っており，１９２８年に結成された

台湾共産党の正式名称は「日本共産党台湾民族支部」で，結成メンバーには台

湾人以外に，中国共産党員や朝鮮人共産主義者も参加していた。「台湾民族の

独立」「台湾共和国の建設」という綱領は，日本共産党が起草し，中国共産党

が承認したものである（若林正丈『矢内原忠雄「帝国主義下の台湾」精読』

２００１年，他）。なにより戦後でも，徳田時代の共産党は，多いときは党員の ３

分の １が朝鮮人であった。日本共産党が，一国＝一民族＝一共産党という路線

を確立するのは，１９５５年の第 ６回全国協議会（ ６全協）以降である。

第 ３ 節　戦後沖縄の政党

戦後の沖縄の最初の政党は，１９４７年 ６ 月１５日に誕生した沖縄民主同盟であっ
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た。党首（事務局長）は，１９２２年の日本共産党の創立大会にも参加した中宗根

源和であった。中宗根は戦前の日本共産党の幹部であったが，戦後は沖縄県の

社会事業部長から沖縄議会の議員に転じた。彼は早くからの「沖縄独立」論者

で，「琉球を民主主義共和国として独立する」，「自由主義陣営の一員としてこ

れに加わる」などと主張していた（『琉球経済』１９５１年 ６ 月号）。戦後は，自由

主義経済論者に転向し，親米の反共主義者に転落していった。ただ同党は，群

島知事選挙，議員選挙に相次いで敗北し，１９５０年１０月には解散している（中宗

根みさを『中宗根源和伝』月刊政経情報社，１９８７年）。

沖縄民主同盟に遅れること １カ月，４７年 ７ 月2０日，石川市（現うるま市）大

洋初等学校において沖縄人民党が結成された。初代委員長は浦崎康華，常任委

員には瀬長亀次郎，兼
かね

次
し

佐一らがいた。当時，瀬長は米軍政府と沖縄民政府の

機関紙『うるま新報』の現役社長であり，浦崎が前原支局長，兼次が本
もと

部
ぶ

支局

長であった。しかし，「集まるのは左翼から右翼まで，幅広い顔ぶれ」が集まり，

「元村長，小学校教員，公務員，理髪師，元新聞記者，そこには何々主義といっ

たような観念形態はなく，ただ政治的に「働きたい」人たちが集まっていた。

しいて言えば「軍政府がなすがままにしては困る」という １つの考えで集まっ

た」と創立者の １人で，当時の『うるま新報』編集長の池
いけみや

宮 城
ぐしく

秀意は語って

いる。そこで「階級的な匂いのする名称は避けるべきではないか。その意味で

「人民党がよいのではないかという私の提案がとりあげられることになった」

とも言っている（『沖縄に生きる』サイマル出版，１９７０年，２９５頁）。瀬長は，「名

前を「人民党」とつけたのも戦前の「人民戦線思想」」（『沖縄人民党』新日本

出版，１９７０年。１８２頁）からだとしているが，横堀洋一は，瀬長が池宮城から

聞いた情報で，「オーストリアに人民党（Volks Partei）がある」と聞いて，「そ

れはいい」として「人民党」にしたと語っている（「手記「沖縄非合法共産党

文書」成立の経緯」『資料集　第 １巻』同年，４７４頁）。

瀬長は，１９０７年 ６ 月１０日，島尻郡豊
とよ

見
み

城
ぐすく

（現豊見城市）我
が な は

那覇で，ハワイ

に出稼ぎ移民をした瀬長信九郎の次男（長男はハワイで病死）として生まれ，

１９２０年に七高（現鹿児島大学）に入学するも，翌２１年の「 ３・１５事件」に関係
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した九州帝大生をかくまって検挙され，放校処分になった。その後，熊本野砲

６連隊で約 ２年兵役についてから上京し，鶴見にあった井之口政雄宅に下宿し

た。２８年１２月に結成された日本労働組合全国協議会（全協）の土建労働組合か

ら組織者として京浜地方に派遣され，二子玉川の朝鮮人砂利採取労働者の飯場

に入り，「１９３１年，金
キム

凡
ボム

伊
イ

とともに常任として神奈川支部（総組合員数９００人，

うち日本人２２人）」で目ざましい活動をする（内務省『社会運動の状況』）。翌

３２年，丹那トンネル工事現場で争議を指導し，治安維持法違反で逮捕され，懲

役 ３年の刑を受けて，鹿児島，沖縄の刑務所に服役した。

この時，瀬長は「１９３１年１１月，日本共産党に入党した」ということを，「復

帰後」まで公表しなかった。これは人民党＝共産党という誤解が生じることを

恐れたためであるが，当時の共産党は「非常時共産党」であり，事実上の壊滅

状態であって，瀬長自身は「逮捕，投獄，沖縄への移送などでそのまま（党と

の）連絡は途絶えてしまった」と書いており，３５年 ４ 月の満期出獄後も「思想

犯として監視され」ていて，何もできなかったと語っている。

出獄後，高橋朝光（『沖縄タイムス』初代社長）の好意で日中戦争の従軍記

者として中国に出かけ，沖縄で終戦を迎えた。戦後は米軍野戦病院の勤務から

田
た い ら

井等市（現名護市田井等）の助役，糸満市の地方総務（市長職）等をしてい

た。その後，米軍の機関紙『うるま新報』の社長となるが，その『うるま新報』

のジャーナリストたちが中心になって人民党を立ち上げる（『瀬長亀次郎回顧

録』新日本出版，１９９１年）。ただ瀬長は社長業が多忙なので，人民党と距離を

おいて，常任委員を辞退している。

ところが沖縄民主連盟が戦犯追及にあたる「公職追放」に反対するなど保守

色を強めていくのに対して，人民党は「公職追放令の全面的適用」を掲げてい

る。また，４８年 ８ 月の食糧配給停止や翌４９年 ２ 月の配給物資大幅値上げなどに

対しても，人民党は米軍と直接対峙している。そこで米軍は ５月に，発電機の

不法所持や業務用トラックの政治利用を理由に，『うるま新報』社長の瀬長や

副社長の池宮城を逮捕する。 ２人は間もなく不起訴になるが，この逮捕劇が人

民党への弾圧であることは間違いない。瀬長は ８月に新聞社を退社し，１０月の

52 商　学　討　究　第70巻　第 2・ 3号



人民党第 ３回大会で書記長に就き，党の中心的存在となった（鳥山淳「米軍政

下の沖縄における人民党の軌跡」『資料集　第 １巻』 ５～ ７頁）。

この後，４７年 ９月１０日には，保守的な対米協力で，「沖縄独立」論の大
おお

宜
ぎ

味
み

朝
ちよう

徳
とく

を党首とする沖縄社会党（後の国民党）が生まれた。その後，１９５０年１０月

３１日に「中道政党」を名のる沖縄社会大衆党が，沖縄県群島知事の平
たい

良
ら

辰雄と

兼次佐一らによって結成された。同党は当初，比
ひ が

嘉秀
しゆう

平
へい

や西
にし

銘
め

順治（後の沖縄

県知事）などの保守的政治家を含んでいたが，彼らの離党後，革新色を強めていっ

た。ただ，人民党との共闘では，両党内で激しい意見の内部対立があった。比

嘉は，琉球政府行政主席に任命されると，５２年 ８月に保守派の政治家を糾合し

て琉球民主党を結成した。ここに沖縄の保革対立の構図はできあがった。しか

し沖縄では，保守派の政治家でも「沖縄独立」論者がいるが，これは「沖縄戦」

の悲惨極まる体験からである。また米軍も，沖縄人を「日本の少数民族」とし

て本土から切り離そうとしていたので，親米右派の「独立」論者が多々存在する。

ただし，もうひとつの政治勢力であった非合法共産党についても，人民党と

の関係で触れておきたい。近年，沖縄・奄美における共産主義運動の歴史は，

森宣雄の『地
つち

のなかの革命』(現代企画室，２０１０年)によって，奄美共産党の実

態や独自の「沖縄独立」論を持った上地栄の発掘など，かなり詳細に解明され

てきている。ただ，ここでは非合法共産党の書記長であり，人民党の中央委員

でもあった国場幸太郎の発言を中心に見ておきたい（森宣雄他「国場幸太郎イ

ンタビュー記録」『資料集　第 ３巻』参照，同「沖縄の人びとの歩み」，森宣雄

他編『「島ぐるみ闘争」はど準備されたか』不二出版，２０１３年）。

国場は，１９２７年 １ 月に那覇市で生まれている。父は名護町（現名護市）で雑

貨の卸商とゴム馬車の事業をやっていたが失敗し，子どもの頃は「借金で差し

押さえられて家のなかが空っぽになる」状態であった。この幼い時の「貧困」

体験が，彼の原点にはあった。彼が小学校 ４年の時に，父が弁護士の依頼で裁

判所の書類を写すようになり，仲井間宗一弁護士の事務所に就職して生活も安

定し， ６年生からは成績がめきめき上がった。担任の教師のすすめで１９３９年に

沖縄県立第 ２中学校（現県立那覇高等学校）に進学し，島
しま

袋
ぶくろ

(嶋袋）全
ぜんこう

幸や世
せ
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礼
れい

国
くに

男
お

ら教師に可愛がられ，テニス部で活躍した。そして日本育英会の奨学金

に採用され，４４年に熊本の第五高等学校（現熊本大学）に進学した。 １年後輩

には沖縄史の新
しんざと

里恵二がおり，新里は戦後の五高時代から日本青年共産同盟の

活動をしており，４９年に五高を中退している。国場は五高時代に，長崎の造船

所に学徒動員され，原爆の投下も目の当たりにしている。また大好きだった一

番上の姉も「沖縄戦」で亡くしている。

そして４９年に，「マルクス主義を勉強したいと思って」東京大学の経済学部

に進学する。東大時代は当初，インフレ時代でもあって，奨学金はあてにはな

らず，アルバイトに明け暮れる毎日であった。東大では沖縄出身者の学生寮南

灯寮に入るが，寮は荒廃しており，寮長選挙では共産党の候補と争うこともあっ

た。５１年から琉球育英会の奨学金を貰うようになって，沖縄学生会で復帰運動

をやるようになる。当時の学生運動は，後に「極左冒険主義」（ ６全協）とい

われる武装闘争が盛んであったが，それには興味もなく参加しなかったと語っ

ている。５２年に沖縄に帰り，同じ門
もん

中
ちゆう

で同姓同名の国場組の国場幸太郎の家

に泊まって，人民党の瀬長にも会っている。戦後の沖縄の現状を見聞し，瀬長

にも会って，「国際連帯の立場に立って，党員として闘わないといけない」と

いう決意をしてから，日本共産党に入党する。帰京して，沖縄学生会で映画「ひ

めゆりの塔」の製作や祖国復帰運動に励んでいるが，沖縄学生会の学生も共産

党に入党するようになる。５３年の ３月に東大を卒業し，１１月に奨学金の契約学

生の義務を果たすために沖縄に帰郷する。帰郷する国場に，共産党の沖縄出身

党員グループの責任者高安（旧姓高江州）重正が，沖縄で共産党建設に加わる

ように言ってきた。国場は，これは機関決定というより，高安の個人的な意見

ではなかったかと見ている。

高安は，戦前の全協の ２代目委員長であったが，それまで共産党では沖縄問

題は，市民対策部や民族対策部が担当しており，５３年 ９ 月に西南諸島対策部が

できて，高安がその責任者になった。沖縄現地では，５２年 ６ 月２５日，日本道路

社のストライキの最中，人民党書記長の瀬長亀次郎は，ストの指導者で同党中

央委員（奄美共産党琉球細胞キャップでもある）の林義巳との話し合いで，非
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合法共産党の結党を決意している（森宣雄「沖縄非合法共産党における連帯の

問題」『資料集　第 ３巻』 ５～ ６頁）。５３年 ７ 月，沖縄人民党幹部と奄美共産党

幹部が合同で会議をもって，「日本共産党琉球地方委員会」を結成することを

決め，党中央に承認を求めた。ところが奄美は同年１２月２５日に日本に復帰する

ので，奄美は離れていくが，人民党幹部のほとんどが参加して，沖縄の非合法

共産党は活動するようになる。委員長は瀬長で，書記は国場が務めるようにな

る。非合法の共産党は，職場，地域や琉球大学などに広がっていった。５４年 ３

月の立法院の選挙では，小選挙区に変わったので，統一候補を立てて，与党の

民主党が１２議席にとどまったのに対して，社大が同数の１２，人民 ２，無所属が

３であった。革新系の無所属１を加えて社大，人民が過半数になり，初めて革新

系が議長・副議長を取った。この後，占領軍の反共弾圧はすさまじいものになる。

ところが５４年 ５ 月，高安から党の琉球対策を伝える必要があるとして，奄美

の名瀬市に沖縄の党の代表を寄越すようにという連絡があった。そこで国場が

密航して会議に参加すると，戦後最初の共産党の正式の沖縄対策文書である「琉

球の情勢について」が渡され，高安から「５１年綱領の民族解放民主革命」を達

成するために，沖縄も「武力闘争の準備をしなければならない」という説明を

受けた。国場は返事を控えたが，沖縄に帰ってすぐに１０数人の委員全員の出席

した会議で，党中央の方針を報告した。すると瀬長委員長が最初に「こんな方

針を実行できるわけがない」と反対意見を述べ，他の委員も同意した。沖縄の

非合法共産党は，党中央の軍事方針を「シャットアウト」したのである（国場

「１９５０年代の沖縄」『沖縄シンポジュウム報告集』みずのわ書房，２０００年，１５６

～ ７ 頁）。米軍の直接占領下の沖縄で武力闘争を展開していたら，共産党ばか

りか人民党も壊滅していたであろう。共産党の元中央委員会の増山太助も，戦

後の共産党の「「沖縄対策」は一貫性を欠いていた」。「４６年 ２ 月の ５回大会で

は「沖縄の独立」を呼びかけるメッセージを採択し，４８年の１２回中央委員会で

は「沖縄の返還」を決議するという混乱ぶりだった」と述懐している（増山前

掲書，２５０頁）。

同年の１２月に奄美が日本に復帰すると，米民政府は沖縄にいる奄美共産党員
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で人民党員でもあった林義巳に「外国人」として退島命令を出した。林は当日

の船便も無く，沖縄に潜伏したが，それを匿ったとして，翌５５年の ９月に犯人

隠避，偽証罪で豊
と

見
み

城
ぐすく

村々長の又吉一郎を，１０月に立法院議員の瀬長を逮捕

投獄した。弁護士もつけない軍事法廷で，瀬長は懲役 ２年，又吉は懲役 １年の

実刑を受け，人民党関係者３０人も逮捕投獄されるが，これを世間では「人民党

事件」と呼んだ。しかし，人民党への弾圧に対する抗議集会は全島に広がって，

主催者側発表で翌５５年の１０月で ５万人，１２月には１０万人の参加者があった（森

宣雄『沖縄戦後民衆史』岩波現代全書，２０１６年，１１５頁）。

第 ４ 節　アメリカの沖縄政策

１９５３年 ７ 月に朝鮮戦争の休戦を締結したアイゼンハワー政権の課題は，朝鮮

戦争や軍備拡大によって膨張した予算をどう縮小するかにあった。そこで海兵

隊 １個師団の沖縄派遣，それに伴う ３万９０００エーカーの土地の没収が計画され

た。５５年１０月時点の既存の軍用地面積が ４万エーカーであったから，それに匹

敵する面積を海兵隊は要求したのである。しかも没収予定地の内 １万７０００エー

カーは私有地であった。

その上，アイゼンハワー政権の「ニュールック戦略」は，経費のかかる通常

兵器より，核兵器に依存するものであった。５４年に中国が台湾の支配下の金

門・馬祖を攻撃した第 １次台湾危機の最中，沖縄に核兵器が配備された。米軍

がアジア太平洋地域に配備していた約１７００発のうち８００発を沖縄の嘉手納基地

に配備したのである（平良前掲書，９４～１０５頁）。

最近のNHKの調査によって，核兵器の配備のための土地の収奪があり，伊

江島では核兵器使用の訓練が行われていたことや，訓練中の事故が隠蔽されて

おり，６２年のキューバ危機の時には，沖縄からソ連への攻撃が準備されていた

ことなどが暴露されている（NHKスペシャル「沖縄と核」２０１７年 ９ 月１０日放送，

松岡哲平『沖縄と核』新潮社，２０１９年として公刊）。

米軍は５３年 ４ 月 ３ 日に布令１０９号で「土地収用令」を発動し，５４年から

真
ま わ し

和志村（現那覇市），小
お

禄
ろく

村
そん

（同），伊江島，宜野湾村（現宜野湾市）などで
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軍用地の没収を始めた。伊江島は沖縄北西部の本部半島から，約１０キロメート

ル未満の沖合に位置する，面積２２・８８キロの楕円形に長い島である。同島は「沖

縄戦」では甚大な被害に見舞われおり，人口７５００人の島で，民間人１５００人，軍

人２０００人，米軍８００人の犠牲者を出している。米軍は５４年 ６ 月に同島真
ま

謝
じや

区の

４軒の立ち退きから始まり，１０月には真謝区の７８戸（全戸数），西崎区の７４戸

の立ち退きを要求してきた。島民の代表は，米民政府に度々の陳情に行き，立

ち退き計画は１５２戸から１５戸（実際の武力立ち退きは１３戸であった）に減らし，

西崎区は除外された。その後も真謝区の農民代表は，陳情書を持って琉球政府，

立法院の土地委員会，予算委員会などにも足繁く通った。

しかしその努力も虚しく，５５年 ３ 月１１日， ３隻の大型上陸船艇が伊江島海岸

に姿を現した。そこから完全武装の米兵３００人がカービン銃を両手に抱えて上

陸してきた。上陸地点から ４キロの真謝部落を目指して行進し，突撃してきた

のである。真謝部落の砂
すなどうばる

堂原に野戦用小型テントを張ると，戦闘準備を完了さ

せた。翌１２日，米軍ブルドーザーは畑と家をなぎ倒していった。それを阻止し

ようとした並里清二（６２歳）は，「米軍用毛布を頭からすっぽり被せ」られ，「縄

でギリギリに縛り上げ」られて，「さらに縄が見えないように毛布で覆い，バ

ラ線で囲って横倒しにころばせ」られ，軍用機で嘉手納飛行場より那覇警察署

に輸送されて留置された。それを心配して駆け寄った ３人も逮捕され， ２時間

も監禁された。この時，抗議する地主代表に対して，米軍部隊長は，「米軍の

血をもってあがない日本軍よりぶんどった伊江島だから，米軍の自由であり勝

手である」と言ったそうだが，その支配意識こそが米軍の本音であった。翌１４

日も米軍の暴行は続くが，詳細は「反戦地主」阿
あ

波
は

根
ごん

昌
しよう

鴻
こう

の優れた記録『米

軍と農民』（岩波新書，１９７３年）を読んでいただきたい。阿波根によると，琉

球政府に訴えても全く無力で，土地を奪われた農民の悲劇は続いた。「真謝区

民に餓死が待っていました」。糸満の漁民に子どもを売る家も現れ，長峯キヨ（３４

歳）は「疲労と栄養失調」で，石川春子（４３歳）も「栄養失調」で亡くなった。

「名護保健所の大山所長」によると，「１００人のうち９２人が栄養失調で，このま

まだと命が危ない」と宣告された。そこで生まれたのが，募金を集めてまわる
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「乞食行進」であった。

いまひとつ国場が係わった，宜野湾市伊佐（通称伊佐浜）の事例を見ておき

たい。５４年 ７ 月，米軍は宜野湾村に対して，「軍施設から １マイル以内の水田は，

蚊がわいて日本脳炎の危機があるから，水性植物を植えるな」と指令してきた。

その水田地帯が通常伊佐浜と呼ばれている地域であり，水田１２万坪，畠 ２万坪

からなる農地で，伊佐，喜
ちゆんなー

友名，安
あ ん な ー

仁屋，新
あら

城
ぐすく

の ４ 区の農家２３６戸が耕作して

いた。宜野湾村の農民は「水性植物を植えるな」という米軍の命令を無視して，

２期作の田植えをすなせて，反対の意思を示した。

沖縄の非合法共産党が反撃体制をととのえている時，米軍は土地接収予定地

の住民に対して脅迫，懐柔，分裂工作を強めていった。米軍は，宜野湾村の住

民が，基地で働いているものが多いという弱点につけこんで，「軍用地接収に

反対するなら解雇する」と脅迫してきた。また米軍の水道から水を引いていた

喜友名地区の住民に対しては，「軍用地接収に協力しないなら，水道の水を止

める」という政治的圧力を加えてきた。そして，いつもの「軍用地接収に反対

する者は共産党と見なして，補償はもられなくする」というアカ攻撃をしてき

た。その一方で，MP（憲兵隊）やCIC（陸軍防諜部隊）に守られながら土地

の測量を開始した。その都度農民は早鐘を打って駆けつけ，実力で作業員を追

い返した。その時でもMPやCICは，区の代表者や土地委員を軍司令部に連行し，

「おまえ達は共産党に扇動されているのだろう」という尋問や脅迫をくり返し，

土地の明け渡しを迫った。

米軍は住民の分断を図り，１２月 ８ 日に，「 １月１３日までに補償要求をだせ」

と知念村長に迫って来た。村長は，「とにかく補償要求を出して，それが容れ

られないなら土地を渡さない，という線でいこう」と ４区の幹部を説いてまわっ

た。これは真和村の軍用地接収でもよく使われた手であった。結局，伊佐浜以

外の ３区は補償要求を作成し，伊佐浜にも共同歩調をとるように迫った。 ３区

の幹部は「伊佐浜の反対で補償がもらえなくなる」と迫ってきて，伊佐浜でも

意見が ２分した。しかたなく伊佐浜では，「 １，代替地として伊佐区の海岸を

干拓して ３万坪の農地を造成する。 ２，立ち退き家屋２３戸分の家屋を造成す
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る。 ３，干拓地から農業収入が得られる迄生活保障をする」という補償要求を

だした。ところが翌５５年 １ 月 ７ 日に村長が軍当局の回答として示したのは，農

地の代替地は全くなく，与えられた土地は海岸の低湿地で，人間の住めるよう

な土地ではなかった。それなのに立法院も行政主席もこの問題から手を引き，

１月１８日の『沖縄タイムス』では，「円満解決」と報じられた。

国場は，その日のうちに伊佐浜に駆けつけるが，「男たちは話すのが辛いのか，

伏目がちに顔をそむけて，話に応じてくれない」。ところが「赤ん坊を胸に抱

きしめた農婦」は，「土地接収を承諾してから，男たちは酒を飲んで，あっぱ

んがらー（やけくそ）になっています。男はそれですまされるかもしれません。

しかし，産し子産し出じゃちゃる女や，あねーならぬ（子どもを産み育てる女は，

そんなにはしておれない）」と切々と訴えてきた。そこで国場は，土地委員会

の幹部と話し合い，翌１９日には立法院議員西銘順治と大湾喜三郎を伊佐浜に連

れてきて，社大党も立法院も伊佐浜の土地闘争を全面支援するとを約束させた。

ここでも女性の活躍はめざましく， １月３１日には伊佐浜の女性たち２０数名が

行政府に押しかけ，行政主席に面会して土地接収反対を伝えた。翌 ２月 １日に

も４０名で米軍の司令部に訴えに行った。しかし米軍は耳を貸そうともせず， ２

月 ３日，ダンプカーで水田を埋め立てる作業をするが，早鐘を聞いて集まった

農民たちによって追い返された。そこで，こうして再開された伊佐浜の土地闘

争は新聞でも大きく取り上げられるようになり， ２月 ５日，立法院土地特別委

員会も伊佐浜の土地接収反対の嘆願書を採択した。「婦人を先頭にした伊佐浜

の闘いは，ついに，立法院を動かしたのである」。

これに対して米軍は， ３月１１日，いきなり伊佐浜水田地帯の一角で整地作業

を始めた。それを見た伊佐浜の農民は男も女も総出で，作業のパワー・シャベ

ルが空中高く上がった隙を見計らって，その下に座り込んで作業を止めさせた。

すると隣接するキャンプ（兵営）に待機していた完全武装部隊が出動して来て，

銃剣を突きつけ，銃床で殴って，座り込みの伊佐浜区民を退去させた。この時

は，さすがに米軍は引き上げた。

奇しくも同じ ３月１１日，伊江島・伊佐浜で米軍の武力土地収奪の実力行使が
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起こり，新聞も報道して，沖縄の世論が沸騰した。こうした世論の盛り上がり

を背景に， ５月１９日に立法院も，「軍用地問題に関する ４原則」を全会一致で

決議した。「 ４原則」とは―

　 １，�軍用地の買い上げまたは永久使用料の一括支払いは絶対に行わないこと。

　 ２，軍用地使用料は住民の要求する金額を毎年支払うこと。

　 ３，アメリカ軍が加えた一切の損害を速やかに賠償すること。

　 ４，あらたな土地の取り上げは絶対に避けること。

以上の ４点であった。戦後の米軍は，勝手に土地を囲い込み，軍用地にして

も使用料は一切払っていなかった。ところが１９５２年に，対日講和条約が締結さ

れると，それは許されないということになり，１１月に「契約権」に関する布告

９１号を発して，土地所有者（地主）と賃貸契約を結んで，使用料を払うことに

なった。しかし使用料は， １坪あたり １円 ８銭という超安値であり，しかも基

地を安定的に使用したいという米軍の希望から，１７年分一括支払いという「永

久使用権」を米軍が獲得するものであった。「 ４原則」を全会一致で決議した

立法院は，行政主席，市町村会・軍用土地連合会（地主会）と ４者協議会を結

成して，米軍と折衝することにした。

しかし， ４者協議会との交渉は行われず，「 ４原則」は休眠状態であった。

だが翌５５年の ５月１５日，立法院議会における超党派の決議によって「 ４原則」

が蘇り， ３日後の ５月２２日には「軍用地問題解決住民大会」が開催され，比嘉

秀平行政主席ら ４者協議会のメンバーをアメリカに派遣し，米政府と直接交渉

することが決議され， ２日後の ５月２４日に代表団はアメリカに出発した。これ

に怒った米軍は，「軍政府補助金を取り消し，立法議院の解散を行う」と脅し

てきた。そして伊佐浜に対しては，「 ７月１７日までに土地を明け渡せ」という

最後通告を出してきた。

伊佐浜では区民集会が開かれたが，「どの道」土地は取り上げられるが，わ

れわれは「歴史の上に伊佐浜の名を残そうではないか」という長老の一言で，

通告の無視が決定された。強制接収の予定日の ７月１８日には，幾千の人々が早

朝から伊佐浜に集まったが，米軍は傍観していて，支援者が帰った深夜，午前
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３ 時に武装兵を満載したトラックとブルドーザーが，ライトもつけずに３２戸の

伊佐浜部落に突入してきた。海上からは，海底の砂と海水がパイプで水田に流

し込まれ，１３万坪の水田は壊滅していった。夜が明けても，水田地帯は周りに

有刺鉄線が張り巡らされ，大勢の作業員が畦を壊していた。住民はピストルや

銃剣で脅かされ立ち退かされて，家屋が次々と壊されていった（国場前掲「沖

縄の人びとの歩み」）。家も水田も失った３２世帯の人々は，暫く近くの大山小学

校に避難し，１０キロ離れた高原（現沖縄市）に移ったが，そこは「３０センチ位

の表土はみんな石だった」ので，とても農業のできるような土地ではなかった。

そして１０家族，６０人がブラジルに移民していった（石田甚太郎『米軍に土地を

奪われた沖縄人』新読書社，１９９７年）

この伊佐浜の土地接収から ２カ月もたたない５５年 ９ 月 ３ 日，沖縄本島中部の

石川市で永山由美子という ６歳の少女が米兵に連れ去られて，翌 ４日，嘉手納

海岸で無惨な死体となって発見されるという事件が起こった。検視の結果，少

女は強姦されていることがわかり，住民の怒りも頂点に達して抗議運動が起

こった。さすがに米軍も放置できなくなり，犯人のハート軍曹を軍法会議にか

けて，死刑の判決を下した。しかし，その後５６年 4 月 8 日，今度は与那嶺悦子

という３６歳の女性が，米軍の弾薬集積所にくず鉄拾いに入っているところを，

米兵が射殺するという事件が起こっている。しかもこの米兵は軍事法廷で無罪

になり，与那嶺には「不法侵入」という罪名を負わせている。

こうした事件に対する抗議行動が起こっているなかで，５６年 ６ 月 ９ 日，アメ

リカ本国から「プライス勧告」が，比嘉行政主席に伝えられ， ６月２０日に全文

が公開された。「プライス勧告」とは前年の ４者協議会代表の渡米に対して，

５５年１０月から１１月にかけてM・プライス下院議員を団長として送られてきた，

沖縄調査団の報告書である。ところが同勧告では，住民の「 ４原則」は頭から

否定され， １万２０００エーカーの土地を取り上げ，軍用地は新たに買い上げると

いう内容であった。

これには立法院も強い反発を示し，「 ４原則」を認めなければ総辞職すると

迫り，行政主席，市町村会，軍用地連合会も歩調をあわせた。 ６月２０日には，
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４ 者協議会の提唱で，「プライス勧告」反対の住民集会が持たれ，那覇市で

１０万人，コザ市（現沖縄市）で ５万人の民衆が集まり，沖縄全島に拡大していっ

た。これを「島ぐるみ闘争」と言うが，本土のメディアも大きく報道し，沖縄

問題への関心が生まれた。

この「島ぐるみ闘争」が，５６年１２月の那覇市長選挙で人民党の瀨長を市長に

押し上げる。しかし，米軍は「「赤い市長」への援助を打ち切り」を声明し，

都市計画事業補助金の打ち切りなど，あらゆる妨害を組織した。琉球銀行も那

覇市への融資をストップし，財界も非協力を宣言した。それでも瀨長市長は，

無数の市政報告市民集会を開催し，市民に直接訴え，市民もそれに答えた。そ

こで焦った米軍は，保守派の市会議員を抱き込んで， ６月１７日，市長不信任決

議を市会で可決した。

これに対して瀨長市長は市会を解散して， ８月 ４日に市議会選挙を実施した。

選挙では，瀨長市長を支持する「民主主義擁護連絡会議（民連）」が不信任を阻

止する ３分の １以上の議席を確保して，不信任を阻止した。合法的な瀨長市長

の退任に失敗した米軍は，１１月２３日，布令で市町村自治法と市町村選挙法を改

定し，自治法では再度の首長の不信任は過半数の議員の出席で足ること，選挙

法では欠格条項を設けて「前科」のある瀨長の被選挙権を剥奪した。１１月２５日，

市議会は市長不信任を再度可決し，市長選を １月１２日に実施することに決定し

た。この選挙では社大党と人民党は対立して，統一候補が立てられなかった。

しかし民連が，社大党那覇支部長の兼次佐一を候補に立て，社大党本部が同党

初代委員長の平良辰男を候補にした。保守勢力の民主党などは独自勢力を立て

られず，平良候補を支持した。選挙は大接戦になったが，１０００票差で兼次候補

が勝利した。

さすがにアメリカ政府も，ここに至っては沖縄の統治を国防省管轄の現地軍

だけに任せることに不安をいだき，日米軍事同盟の危機を招きかねないと危惧

して，５７年 ６ 月 ５ 日の大統領行政命令で高等弁務官制度を設けて，沖縄の統治

政策を大きく転換させる。６０年安保条約の改定前後にアメリカ政府は，①軍用

地問題では，地代の額と支払い方法について住民の要望に大きく譲歩した。②
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経済的には，通貨を軍票のB円からドルに切り替え，外資（特に日本企業）の

導入を図り，効果的な財政援助と絡ませて，民間資本を育成した。③政治的に

は，任命制をやめて立法院の第 １党から行政主席を選ぶことにした。④沖縄に

対する日本の潜在主権を認めて，制限付きながら「日の丸」の掲揚を認め，日

本復帰運動のナショナリズムと宥和を図った。⑤これまで排除してきた日本政

府の技術・財政援助を受け入れ，日米両政府が協力して沖縄の経済的・政治的

安定とアメリカの軍事基地の安全な維持を図った（国場前掲「１９５０年代の沖縄」）。

しかしこのアメリカの政策転換については，人民党内部でも国場と瀨長の間

で激しい意見の対立があった。瀨長は，アメリカ帝国主義の意図を，沖縄の「属

領化」にあるとして，ドルへの切り替えは，「アメリカの金融独占資本による

沖縄の土地買上にある」（「「平和」条約第 ３条を撤廃せよ」『世界』１９６０年 ８ 月

号），瀨長前掲書『沖縄人民党』９７頁）などと説いている。これに対して国場は，

沖縄をプエルトリコのような古典的植民地政策で捉えるような議論に反対し，

アメリカの意図は沖縄の軍事的植民地としての安定にあり，そのために外資の

導入などによって経済の向上に向かうとするものであった。瀨長は，植民地＝

貧困化という古典的帝国主義論の枠を脱却できなかった。

今日，この議論は「島ぐるみ闘争」の展開のなかで，「米軍は，基地のもつ

雇用効果と米国から（の）援助だけでは沖縄経済を支えきれないため，沖縄の

経済開発の必要性を検討し始めた。為替レートに続く統治コストのの効率化で

ある。B円から米ドルの切り替えである。これによって，外資導入が進められ，

沖縄経済の再生を図るという企てであった。その当時，米ドルは今以上に，国

際通貨として価値をもっていたため，沖縄で出回るドルをめざして外国資本あ

入ってくる，という仕組みである。外国資本も導入されたが，その多くは日本

資本であった。むしろ，日本製品が沖縄に溢れ出すことになり，沖縄では日本

製品の市場化が進行した。（中略）日本と沖縄の経済関係は，基地の建設ない

し基地での雇用，援助によってドルを手にした沖縄の人々が日本製品を買って，

ドルが日本に流れ，そのドルという外貨を得た日本は原材料を輸入して，工業

製品を輸出する貿易立国を作りだしていった」ということが常識になっている
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（我部政明「東アジアにおける日本・朝鮮・沖縄」前掲『沖縄新シンポジウム

報告集』４０頁）。

今では，国場の議論の正しさが証明されているが，人民党のなかでは孤立し，

５９年 ５ 月，人民党は第１７回党大会を開き，民連が兼次を市長候補にすることに

反対したことには自己批判したが，「永久属領化反対」のスローガンは変えて

いなかった。ここで国場は中央常任委員からも外されていた。瀨長のカリスマ

性，「家父長的指導」を批判したからだとも言われている（「戦後５０年　人間紀

行　そして何処へ」『沖縄タイムス』１９９５年 ４ 月１２日）。国場は，かつて瀬長が

那覇市長に当選すると，那覇市役所首里支所長に就任し，瀬長の「懐刀」とま

で言われていた。

１９６０年に国場は上京し，６１年夏には沖縄問題研究会に参加している。常連の

参加者は，霜多（旧姓島袋）正次，新里恵二，由井晶子，古
こ

波
は

倉
くら

正
まさ

偉
たか

，岡本恵

徳，新
あらさき

崎盛暉らであった。同会は沖縄県人会の古
ふるげんそうけん

堅宗憲からは 「構造改革派の

研究会」だと皮肉られたそうである（新崎盛暉『私の沖縄現代史』岩波現代文

庫，２０１７年，１０４～ ７ 頁）しかし，国場はこの研究会の最中でも，五高の後輩

新里と沖縄の解放についての激しい論争を『日本読書新聞』紙上でくり返し（６３

年 ２ 月１１日～１１月 ４ 日），研究会も空中分解してしまった（論争は『資料集　

第 ３巻』参照）。国場は，この時，「沖縄とアメリカ帝国主義」（『経済評論』６２

年 １ 月号），「沖縄の日本復帰運動と革新政党」（『思想』同年 ２月号）などを発

表して，瀨長たちとの違いを明確にしている。どれも優れた帝国主義論，植民

地論である。その後，６４年から宮崎県都城市で高校教師を務め，２００８年 ８ 月２３

日に，８１歳で逝去している。その間に，『沖縄の歩み』（牧書店，１９７３年，岩波

現代文庫，２０１９年）という名著を書いているが，近年，国場の研究は鹿野政直

らによって高く評価されている（森宣雄他『あま世へ』法政大学出版局，２０１７

年）。
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